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あらまし：本稿は、学内卒業研究で発表した「各種センサを用いたバスケットボールにおける安 
定したシュートフォームの動作獲得に関する研究」と題した研究内容を記述してある。この研究 
をすることにした背景、研究内容、結果について述べる。 
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１．はじめに	 
	 バスケットボールという競技は、5 人１チー

ムの合計 2 チームで行われる競技である。チー

ムとしての勝利条件で最も重要な要素は、点数

を取るということであり、高確率でのシュート

が求められる。そのためにはより良いシュート

フォームを確立することが重要である。 

	 良いシュートフォームとは、様々な定義があ

る。指導書によって内容は様々であるが、一例

を挙げれば、右足をやや前に出してスタンスを

取る、両脇をしめてボールを構える、など事細

かく定義されている[1]。そしてスリーポイント

を打つ際には 45 度の角度を持って投げ出すこ

とが力的には１番効率のいいシュートであると

いう[2]。しかし、このような決まったシュート

フォームへ１人で改善することは非常に困難で

あるため、一般的には指導者が見て指導を行う。

また、その指導されたフォームが実際自分に合

ったフォームかわからない。 

	 そこで、ある程度技術を習得しているプレイ

ヤーへ向けて、自分一人で自らに合った安定し

たシュートフォームの確立ができるようなシス

テムの開発を目指す。本研究では、そのシステ

ム開発のための基礎データ収集と、被験者のシ

ュートフォームの修正部分を確認し改善できる

かを確認する。 

 
２．研究方法	 
2-1. 被験者 
	 沖縄高専バスケットボール部に所属する３名

を対象とした。それぞれの被験者の特徴は、以

下のとおりである。 
被験者 身長 ポジション 競技年数 

Aさん 163 

cm 
現在：センター ８年 

Bさん 165 
cm 

現在：センター 

元：フォワード 

８年 

Cさん 147 
cm 

フォワード ４年 

 
2-2. 実験方法 
	 6 号ボール、ツーハンドシュートの条件のも
と、スリーポイントエリア 6.25mの距離から立
った状態で、連続 10 本シュートを 1 セットと
してシュートを行う。なお、1 セットにつき手
首の角速度によるシュートの Ark とボールの
Backspin、腰の加速度によるシュートの Arkを
計測するとして計３種類×３セットで１人 90
本のシューテイングデータを計測した。 
 
2-3. 分析方法 
	 分析方法は、小型無線多機能センサから得た

手首の角速度データと、94Fifty Basketball か
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ら得たシュートの Arkとボールの Backspinの
データにどのような相関性があるのか、それに

よってシュート率がどのように変化しているの

かを分析する。また、小型無線多機能センサか

ら得た腰の加速度データと、94Fifty Basketball
から得たシュートの Arkの相関性、それによる
シュート率を検証する。 

 
３．結果と考察	 
	 被験者 Aの特徴としては、シュートの Arkが
およそ 54~57°時にシュートが安定していて、
それよりも低い角度の場合はシュートが安定し

ない。一方、Backspin は全て 140~150rpm と
安定していて、Backspin ではなくシュートの
Ark によって安定性が変化するという結果とな
った。また、腰からのデータ結果はブレがない

ものになっていたため、手首のズレにより安定

性が左右するということがわかった。 
	 被験者 Bの特徴としては、シュートの Arkが
およそ 50~53°時にシュートが安定していて、
それよりも低い角度または高すぎる角度の場合

はシュートが安定しない。 Backspin は

130~150rpm の回転であれば安定するが、それ
よりも遅い場合は安定しない。多機能センサか

らの情報では、ほとんどのシュートで手首の

x,y,z軸の返しはスムーズであった。しかしシュ
ートが入った時とそうでない時は腰の加速度に

差が生じたため、被験者 Bの場合は腰の上下運
動により安定性が左右するということがわかっ

た。 

	 被験者 Cは、スリーポイントが届かないとい
う問題が生じた。そのため２つのセンサから得

たデータを他の被験者と比較し、フォームの改

善点を修正することでシュートにどのような変

化が出るのかを実験した。その結果被験者 Cは
手首の場合他の被験者よりも手首のズレが大き

く、腰の上下方向の加速度が小さかった。その

ため手首のズレを修正する意識をし、腰の上下

運動を高めるために上に跳ぶ意識の練習をして

改善を行った。その結果明らかに改善前から変

化し、他の被験者のシュートフォームに近づけ

ることができ、シュートのブレや飛距離も改善

された。 
 

４．まとめ	 
	 本研究では、各種センサを用いて体の動作と

ボールの動き両方からのデータを取得すること

で相関性を測ることにより、被験者３名それぞ

れのシュートフォームの特徴を分析した。それ

により各々の改善点を確認することができ、そ

のうちの１人は確実なフォームの改善を行うこ

とができた。 
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